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宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町
の
つ
な
が
り

を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回

は
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
つ
い
て
、

南
昌
山
や
親
友
藤
原
健
次
郎
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

賢
治
晩
年
の
作
品
で
あ
る
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
に
つ
い
て
「
矢
巾
町
宮

沢
賢
治
を
語
る
会
」
の
松
本
隆
会
長

は
、
健
次
郎
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
彼

の
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
集
大

成
し
た
作
品
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。　

　

松
本
会
長
は
次
の
①
～
③
か
ら
、

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
が
南
昌
山
を
舞
台

と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
（
解
説
は
松
本
会
長

に
よ
る
も
の
）
。

　

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
登
場
人
物
で

あ
る
「
ジ
ョ
パ
ン
ニ
」
と
「
カ
ン
パ

ネ
ル
ラ
」
に
つ
い
て
、
賢
治
は
ジ
ョ

パ
ン
ニ
を
自
分
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
を

矢
巾
町
出
身
の
友
人
藤
原
健
次
郎
を

モ
デ
ル
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
は
、
釣つ

り

鐘が
ね

草そ
う

の
学

名
「
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
」
か
ら
名
付
け

た
も
の
で
、
賢
治
は
南
昌
山
を
釣
り

鐘
を
伏
せ
た
山
の
形
か
ら
「
岩
鐘
」

と
短
歌
で
詠
っ
て
お
り
、
健
次
郎
を

南
昌
山
に
た
と
え
た
名
前
で
作
中
に

登
場
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

作
中
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
は
同
級
生

の
ザ
ネ
リ
が
川
に
落
ち
た
の
を
助
け

た
後
、
溺
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
健
次
郎
が
盛
岡
中
学

校
野
球
部
の
秋
田
遠
征
か
ら
帰
っ
た

後
、
腸
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ

た
事
実
を
置
き
換
え
て
表
現
し
て
い

る
と
と
も
に
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
が
自

分
を
犠
牲
に
し
て
ザ
ネ
リ
を
助
け
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
誰
に
で
も
優
し
く

接
し
た
健
次
郎
の
人
格
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　　

賢
治
が
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
推

敲
中
、
物
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い

た
と
さ
れ
る
水
彩
画
「
日
輪
と
山
」
は
、

描
か
れ
た
山
の
形
が
南
昌
山
に
つ
い

て
詠
っ
た
短
歌
に
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
と

よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
昌
山

を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た
絵
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
松
本
会

長
に
よ
り
、
健
次
郎
の
生
家
か
ら
夏

至
の
日
に
見
え
る
南
昌
山
の
日
没
が
、

絵
の
日
没
の
位
置
と
一
致
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

賢
治
は
健
次
郎
の
家
に
遊
び
に

行
っ
て
い
た
頃
に
二
人
で
南
昌
山
の

日
没
を
見
た
時
の
感
動
を
も
と
に
、

南
昌
山
を
舞
台
と
し
た
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
の
物
語
を
描
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

南
昌
山
の
頂
上
に
は
、
農
民
た
ち

た
ち
が
農
作
物
が
不
作
の
際
に
天
候

回
復
を
祈
っ
て
奉
納
し
た
石
柱
が
並

ん
で
い
ま
す
。
作
中
に
登
場
す
る
「
天

気
輪
の
柱
」
は
、
賢
治
が
南
昌
山
に

登
っ
た
際
に
見
た
こ
の
石
柱
が
モ
デ

ル
で
あ
り
、
「
天
気
輪
」
は
「
天
気
を

転
ず
る
（
変
え
る
）」
の
意
味
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
賢
治
は
南
昌
山
の
頂
上

で
野
宿
を
し
て
お
り
、
周
辺
の
ホ
タ

ル
の
光
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
始
発

駅
と
な
る
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
情

景
を
、
見
上
げ
た
星
空
や
星
座
を
回

想
し
な
が
ら
星
空
を
走
る
「
銀
河
鉄

道
」
を
描
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
作
中
の
南
昌
山
や
健
次

郎
に
関
連
し
た
記
述
を
、
章
ご
と
に

紹
介
し
ま
す
。

※「宮沢賢治と矢巾町」は「矢巾町宮沢賢治を語る会」の松本隆会長に監修および写真、資料の提供をいただいています。

宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町

～「
銀
河
鉄
道
の
夜
」の
舞
台
は
南
昌
山
～

第９回 

南昌山の頂上から出発する
銀河鉄道（イメージ）
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ン
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ネ
ル
ラ
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水
彩
画
「
日
輪
と
山
」

③
「
天
気
輪
の
柱
」
に
つ
い
て

　　　人人のの「ようこそ！」「ようこそ！」で会場を飾ろうプロジェクト。で会場を飾ろうプロジェクト。

「希望郷いわて国体」「希望郷いわて大会」

　　　３,０００３,０００
　希望郷いわて国体・希望郷いわて大会実行委員会では、両大会を訪れる方に対して歓迎と感謝を伝える花いっ

ぱい運動の一環として、プランターシールの作成団体（個人、法人は問いません）を募集しています。作成し

たシールは両大会の式典会場などに設置するプランターに貼り付け、応援メッセージで大会を盛り上げます。

▼申し込み方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、同実行委員会へファクシミリまたは電子メールでお

申し込みください（応募用紙は「希望郷いわて国体」ホームページからダウンロードできます）。

▼メッセージの記入　同実行委員会からお送りするシール（１口 25 枚）のメッセージ欄に、油性マジックで

応援メッセージを記入し、８月 1 日㈪までに提出してください（提出時の送料は各自負担願います）。

▼ 問い合わせ　詳しくは、同実行委員会事務局総務企画課（☎ 629-6297、FAX629-6299、電子メール：

aa0007@pref.iwate.jp）へ。または、「希望郷いわて国体」ホームページをご覧ください。

協力者・協力団体募集中！ 


